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まえがき

本書は、エアコンの汚れによる電気代ロスの見える化、計測データを付加した新たな洗浄ビジ

ネスの創出に関するものである。

賢い洗浄方法、お客さまにメリットを与える最適な洗浄のタイミングを計測データにより推計、

お客様に提示するビジネスの創出を目指すものである。これを、スマート・ウォッシングビジネ

ス（賢い洗浄方法の提案）と筆者が命名、新たなビジネスモデルの推進を計画するものである。

エアコンの洗浄後、どの程度の電気代削減になるのかとのお客様の質問に答えたいと常々考え

ていた。

エアコンの洗浄前と洗浄後の熱効率の違いは、電力計をエアコンの電源回路に装着すれば、簡

単に計測できそうであるが、外気温度の変化及び室内熱負荷変動の影響が大きく、信頼できるデ

ータの収集には至らないと言われていた。

筆者は、上記の課題を解決した、現場でエアコンの熱効率を短時間で計測する方法を考案、3

年前に特許出願をしている。特開 2010-054181 号として公開（2010.3 月）されたので、その後

の研究成果を含めて明らかにし、新たなビジネスモデルの創出として展開できることを願って本

稿を執筆する。11 月 19 日は環境基本法制定の日です。

協会会員及び関係者と連携して実現したいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。

平成 22 年 11 月 19 日

ＮＰＯ法人エアコンクリーニング協会 理事長

エアコン丸洗い株式会社 代表取締役

西村直人
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１章 従来洗浄事業の課題

（１）従来の洗浄事業の課題

エアコンの洗浄後、どの程度の電気代削減になるのかとのお客様の質問に答えたい

と常々考えていた。

エアコン機器の汚れによる熱効率の劣化、電力量のロスを計測してお客様に計測デ

ータを提示することができると、新たなビジネスの創出が期待できると考える。

エアコンの熱効率を計測するには、大手エアコンメーカあるいは公的な専門機関の

研究施設にある恒温恒湿の大型の実験棟が必要であると言われている。

エアコンの洗浄前と洗浄後の熱効率の違いを計測するには、電力計をエアコンの電

源回路に装着すれば、簡単に計測できそうであるが、外気温度の変化及び室内熱負荷

変動の影響が大きいので、現場におけるデータの収集は、困難であると言われている。

したがって、現場における汚れに対応する熱効率の信頼できる実験データは、殆ど

発表されていない状況がある。

（２）見える化、計測方法の原理検討

次に、図 1-1 を用いて、エアコンの電力使用量の見える化、計測方法の基本的な原

理の確認及び計測方法の問題点を明らかにする。

図 1-1 見える化、計測方法の原理

エアコンは、入力の電力（Ｐ）に対応する熱量（Ｑ）を発生し、その熱量を部屋に

充満し、設定した温度に常時部屋の温度を保つようにすることを目的とする機器であ

る。

エアコンの熱交換器が汚れてくると、同じ熱量Ｑを発生するためには、その汚れ分

に伴う電力量のロスを補う電力の増加が必要である。逆に、同じ電力量で稼動すると

発生する熱量がその分減少することになる。

電力Ｐ、熱量Ｑは、外気温度及び部屋の断熱性能等の条件で定まる量であるので、

外気温度及び室内の熱負荷が変化するとＰ、Ｑも変化する。また同時に、断熱性能は

建物固有の値であり、個々に異なる問題がある。

図において、電力量Ｐは電力計を電源回路に挿入すれば、正確に計測できるが、熱

量Ｑを直接計測することはできない。エアコン内機の吹出し口から出る熱量は吹出し

口の風速Ｖと温度差ΔＴ（吸い込み温度Ｔ１と吹き出温度Ｔ２の温度差）に比例して

いると見なしてこれらの量の変化を計測することで判断するのが一般的である。

外気温度及び室内の熱負荷は刻々と変化するので、これらの影響を受けない計測方

法を考案することができれば、現場での計測が可能となる。特許出願した特開

⇒⇒
熱量Ｑ

温度Ｔ

風速Ｖ

電力Ｐ 熱交換器
の汚れ

汚れ度診断表

（質量×比熱×温度差）
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2010-054181 号（2010.3 月公開）は、これらを解決した熱効率の計測方法に関する

ものである。

（３）オリジナルの汚れ度診断表

図 1-2 は、弊社が営業ツールとして使用している、汚れ度診断表である。

図 1-2 弊社のオリジナル汚れ度診断表

次章以降で紹介する資料及び現場での経験等を考慮して、エアコン内機の部品、熱

交換器アルミフィン、送風ファン、ドレンパン等の汚れの程度を目視観測、5段階（危

険，重症、軽量、汚れあり、汚れなし）にランク分けして、この汚れによる電力量の

ロスを推測して筆者が作成したものである。

該汚れ度診断表を利用しておおよその電気量のロスを推計して、洗浄のタイミング

とそのサイクルをお客様に提示している。

さらにお客様の満足度を高めるには、精度の良い直接的な熱効率の計測方法の開発

が求められていた。

次章以降で、図 1-2 に示す汚れによる電気代のロスと写真による目視評価との対応

の信憑性を検討する。考案した熱効率の計測方法との対比を実験で検証することで明

らかにする。これらの成果を新たなビジネスの創出に繋げたいと考えている。
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７章 付録

（１）冷凍・暖房熱量単位換算表

（ ２ ） エ ア コ ン 丸 洗 い 事 業 、 Ｅ Ｓ Ｃ Ｏ 方 式

※１：1時間に何（ｋｃａｌ）の熱量を物体から取り去ることができる従来の単位との関係は、１ＫＷ＝860ｋｃａｌ／ｈである。
※２：日本冷凍トンとは、０℃の水１トンを24時間かけて、0℃の氷ににする熱量、

1000ｋｇ×３３４ＫＪ/ｋｇ＝３３４０００（ＫＪ/24時間）、13900（ＫＪ／ｈ）、13900/3600＝３．８６ＫＷ
※３：米冷凍トン＝３．５２ＫＷ、アメリカ、イギリスでは、熱量の単位にＢＴＵ（英国熱量単位）を使用、１ポンドの水を

１℃Ｆ高めるに要する熱量が１ＢＵＴで、１ｋｃａｌ＝３．９７ＢＵＴ、１米冷凍トンとは、０℃の水2000ポンド を24時間
で０℃の氷にする熱量、（144×2000）/２４時間＝12000ＢＵＴ/ｈ＝3.024ｋｃａｌ/ｈ＝12660ＫＪ/ｈ＝３．５２ｋｗ

冷凍･暖房熱量単位換算表

日本冷凍トン 米国冷凍トン 馬力 電力（ＫＷ）エアコン能力（ＫＷ）

日本冷凍トン

米国冷凍トン

馬力

1.1

1

0.21

単位の呼称

3.86 14

電力（ＫＷ）

エアコン能力（ＫＷ）

1

0.91

0.2

0.26

0.071 0.077

5.1

4.7

1

1.33

0.36

0.28 1 3.7

10.27

3.52 13

0.74 2.8
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のイメージ図
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本書に関する問い合わせ等は、下記へお願いいたします。

「 エアコン丸洗い事業 スマート・ウォッシングビジネスとは・・ 」

２０１０年１１月１９日 第１版発行

著 者 西村直人

監 修 ＮＰＯ法人エアコンクリーニング協会

発行人 西村直人

印 刷 有限会社ヨシオカデザイン

ＮＰＯ法人エアコンクリーニング協会

TEL：047-440-2714 メール：info@acb3.jp

〒274-0816 千葉県船橋市芝山６－４７－１４

http：//ｗｗｗ．ａｃｂ３．ｊｐ
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